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２０１２０１２０１２０１５５５５年度年度年度年度    第第第第９９９９回回回回    スポーツ・健康科学スポーツ・健康科学スポーツ・健康科学スポーツ・健康科学研究科委員会研究科委員会研究科委員会研究科委員会議事録議事録議事録議事録    要旨要旨要旨要旨    

 

日  時： ２０１６年 １月２６日（火） 午後１時３５分～午後２時３５分 

   場  所： 東松山校舎 ９号館会議室 

   構成員： １４名（定足数 ８名） 

   出席数： １４名（定足数 充足） 

   議  長： スポーツ・健康科学研究科委員長 

 

 

≪報告≪報告≪報告≪報告事項事項事項事項≫≫≫≫    

  １． ３月入試説明会（東松山 2015/12/19）の報告について 

      議長の指名により、当日、担当であったスポーツ科学科教授から、本学の学生 

      ４名の参加があった旨、報告された。 

 

  ２． 大学院学位論文の審査・対応について 

      議長より、大学院学位論文の審査・対応について、論文作成にあたって厳正な 

      審査をすることについて、格段の留意を願いたいとの学長通達が報告された。 

 

  ３.  2016年度用大学院案内の教員紹介の作成について 

      議長より、本研究科で未提出の教員に対して、即時提出するよう促された。 

 

  ４． 2015(平成 27)年度 大学院学位記授与スケジュール・授与会場について 

      議長より、本年度の学位記授与式は 2016年 3月 22日（金）の東京フォーラム 

      での式典後、板橋校舎に移り、学部の学位記授与式開始前の 14：00 から 

      3号館 3-0112教室にて開催予定である旨、報告があった。 

 

  ５． 2016年度 全学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ予算(学長予算）にかかる基本方針の公表及び 

                                 公募採択事業の募集について 

      議長より、学部教授会でも報告があったとおり、研究科として応募が可能で 

      あることが報告され、応募が促された。 

 

  ６． 大東文化大学全学人事委員会規程の制定（案）について 

      議長より、法務研究科で保留になっていた案件が承認となったことで、大学院 

      評議会でも承認された旨、報告があった。 

 

  ７． 大東文化大学大学院学則の改正（案）（１）について 

      議長より、当初、報告事項としたが、議案として審議したい旨、提案があり、 

      承認された（議案の箇所で審議する）。 

 

  ８． 大東文化大学大学院学則の改正（案）（２）について 

      議長より、外国語学研究科から出された案件で、ダブルディグリーによる学位 

      授与規程が大学院評議会で承認されたことについて報告があった。 
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  ９． 2015（平成 27）年度 物品調達依頼の締切りについて 

      議長の指名により、事務方からの要請で物品調達依頼の締切りは、2016年 2 

      月 5日（金）、消耗品等の依頼が殺到しないよう早めに申請していただきたい 

      旨、補足説明がなされた。 

 

 １０． その他 

      特になし。 

 

 

≪≪≪≪報告承認事項報告承認事項報告承認事項報告承認事項≫≫≫≫    

        １． ２０１６年度 学科目編成について 

      議長の指名により、教務委員長のスポーツ科学科教授から、スポーツ科学科 

      教授と健康科学科教授が非常勤として、研究科の科目を担当することが決定 

      したことによる修正が加えられたとの説明があった。 

      スポーツ心理学特論は、前期となっているが、学部の時間割との兼ね合いで 

      今期は後期に開講する。スポーツ心理学演習は休講になる旨、報告があった。 

 

  ２． その他 

      特になし。 

 

 

≪議≪議≪議≪議    案≫案≫案≫案≫    

  １． 研究計画書並びに研究倫理審査申請書・動物実験計画書の提出について 

      議長より、資料に基づき、修士 1 年生 6 名の研究計画に対し、研究倫理審査 

      委員会、動物実験委員会での審査が必要になる説明がなされた。 

      事務方から、必要書類は、申請書、研究計画書（要点を捉え、A4 サイズの 

      用紙 2 枚程度にまとめるように）、被験者への説明書（緊急連絡先含む）、同意 

      書、個人情報の管理方法等にも留意するよう注意が促された。 

      締切は 2016 年 2 月 19 日（金）（厳守）で、申請書・計画書を大学院（学部） 

      事務室まで、遺漏なく提出するよう促された。 

 

  ２． ２０１６年度３月入試の実施について 

           議長の指名により、入試委員長の健康科学科教授から 2016年 3月 5日（土） 

      の実施スケジュールの確認がなされ、当日の試験監督が決定された。 

      また、口述試験は、午後 2時 30分から開始され、出題者については、今後、 

      入試委員長の健康科学科教授を中心に決定される運びとなる。 

 

  ３． 認証評価報告書の提出について 

      議長より、標記の件について提案があり、審議の結果これが承認された。 

 

  ４． 2016(平成 28)年度 大学院研究科委員長会議・評議会開催日程（案）について 

      議長より、標記の件について提案があり、審議の結果、承認された。 
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  ５． 2016(平成 28)年度 各種委員会委員の選出について 

      議長より、本研究科のファカルティ・ディべロップメント委員会について、 

      2016（平成 28）.4.1～2018（平成 30）.3.31の任期で新規の委員を決める必要 

      があり、学部委員との関連も考慮し、次回研究科委員会までに決定することと 

      なった。 

 

  ６． 2016(平成 28)年度 大学院進学相談会の開催時期（案）について 

      議長より、標記の件について提案があり、審議の結果これが承認された。 

      大学院全体での 

      秋季入学試験向け進学相談会が、 

         2016年 7月 2日（土）13：00～15：30（予定）と、 

      春季入学試験向け進学相談会は、 

            2016年 12月 3日（土）13：00～15：30（予定）で、 

      会場については板橋校舎あるいは大東文化会館が予定されており、これが承認 

      された。 

      また、本研究科では別途、独自の進学相談会（説明会）については、今後、 

      検討をしていくことの確認がなされた。 

 

  ７． 大東文化大学大学院学則第 56条に基づく学長賞表彰の推薦について 

      議長より、標記の件について、該当者がいれば、各指導教授の先生方に、推薦 

      していただきたい旨、提案があり、審議の結果これが承認された。 

 

  ８． 海外の大学(中国/華僑大)との交流協定書の締結(案)について 

      議長より、資料に基づき、華僑大学は国家重点大学であり、学部及び大学院生 

      による交換留学生を主とした交流協定について説明され、これが承認された。 

 

  ９．(報告事項７) 大東文化大学大学院学則の改正（案）（１）について 

      議長より、当初、報告事項としていたが、議案として審議したい旨、提案が 

            あり、承認された。 

      議長より、大学院学則は、学部長、学科主任の権限に準ずる文言を、そのまま 

            使用したものであることの説明があり、これについて、経済学研究科から、 

      「校務」や「補佐する」という文言について提案があり、検討することに 

      なったので、新たな「案」が提示された折に、改めて審議したい旨提案され、 

      承認された。 

 

 １０． その他 

     ①議長より、スポーツ科学科教授の割愛による退職のため、大学院評議会の残任 

      期間を、同じスポーツ科学の分野の適任者に担当していただけないかとの提案 

      があり、スポーツ科学科教授が推薦され、承認された。 

      なお、残任期間は 2016.4.1～2017.3.31となる。 
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     ②議長の指名により、健康科学科教授から、来年度、看護学科設置のために設置 

      準備室が開設されるが、看護学科設置までの約 2年間の期限付きで、10号館 

      10-0402研究室を看護学科設置準備室の事務室として使用したい旨、提案があ 

      った。なお、事務室には、常勤の事務職員、学部教授会で承認された二名の特 

      任教員が常駐することになるとの説明があり、これが承認された。 

     ③議長の指名により、健康科学科教授から、特任実習助手が大学院に入学したい 

      という希望を出ており、事務を通じて人事課に確認したところ、実習業務に 

      支障がなければ認めるとの回答があり、ついては大学院入学審査の申請が出さ 

      れる見込みとの報告があった。 

     ④議長の指名により、教務委員長のスポーツ科学科教授から、修士論文査読結果 

      については、チェックリスト、総合コメント、個別コメント等 3点を 2016年 

      1月 27日（水）17：00までに事務に提出するよう再度確認がなされた。 

      また、2014年度入学生の修士論文発表審査会が 2016年 1月 29日（金）の午 

      前 9時から 9405教室に予定されているので、大学院指導教員のみならず学部 

      の教員も参加を促すよう、再度、確認がなされた。 

      今回は 17名と多人数であるので、開始を早めて午前 9時にしたこと、座長は、 

      前半を健康科学科教授、後半を健康科学科准教授が担当することになることに 

      なった。 

     ⑤議長の指名により、スポーツ科学科教授から学部教授会でも周知したが、スポ 

      ーツ科学科に 6ヶ月の内地留学を予定している高校教員のために以前と同様に、 

      大学院生室の院生用デスクを借用したい旨、要請があり承認された。 

     ⑥議長の指名によりスポーツ科学科教授から、大学院年報の原稿依頼について、 

      周知があった。 

 

以 上 

 

 

 


